












 

 本疾患は 16～19 才頃から発症する角膜が円錐状に突出してくる疾患である。

その成因は不明であり,また遺伝性を疑われながらも,殆んどが孤発例であるこ

とから,本格的な解析がなされないまゝ今日に至っている。 

 本研究は1973-1977まで順天堂大学眼科で治療した約800例の円錐角膜(以後

K.C.とする)患者の中で,家族歴を得ることができた 239 家系について遺伝学的

解析を行ったものである。 


